
　

平
成
25
年
第
2
回
定
例
会
最

終
日
の
6
月
26
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
議
会
の
代
表
で
あ
る

議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

投
票
は
単
記
無
記
名
方
式
に

よ
り
行
い
、
開
票
の
結
果
、
竹

内
美
穂
議
員
（
政
清
会
）
が
最

多
数
の
17
票
を
獲
得
し
、
当
選
。

第
51
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
行
い
ま
し

た
副
議
長
の
選
挙
で
は
、
小
倉

良
夫
議
員（
民
主
連
合
）が
最
多

数
の
16
票
を
獲
得
し
、当
選
。第

59
代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　平成25年第2回定例会では、最終日の6月26日に野口義雄議長の辞職による
議長の選挙を行い、竹内美穂副議長が議長に当選。これに伴う副議長の選挙に
より、小倉良夫議員が副議長に当選し、新たな体制のもとで議会運営に臨むこ
とになりました。
　また、会期中に後期高齢者医療広域連合議会議員の選出なども行いました。

議会の役員を改選
議　長に 竹内 美穂　議員、
副議長に 小倉 良夫　議員が就任

正
・
副
議
長
選
挙

　

建
設
委
員
会
で
は
、
小
倉
良

夫
議
員
の
委
員
長
辞
職
に
伴
い

欠
員
と
な
っ
た
委
員
長
の
互
選

を
行
い
、
中
村
利
久
議
員
（
政

清
会
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

建
設
委
員
会

　

 

委
員
長
を
選
任

　

6
月
26
日
の
本
会
議
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
選
挙
を
行
い
、
竹
内
美

穂
議
員
が
最
多
数
の
18
票
を
獲

得
し
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
を
選
挙

後
期
高
齢
者

医
療
広
域

連
合
議
会

竹内美穂　議長小倉良夫　副議長

政清会所属 
谷津在住
現在３期目
副議長、文教福祉委員長、
環境経済委員長などを歴任

民主連合所属　 
大殿井在住
現在３期目
建設委員長、
総務副委員長などを歴任

　6月26日の本会議において、議員発議
により「慰安婦発言を非難し、撤回を求
める決議について」を全会一致で可決し、
大阪市長宛てに送付いたしました。

【要旨】
　去る5月13日、橋下徹大阪市長は「第
二次世界大戦当時は慰安婦制度が必要だ
った」との発言をしたと報道された。
　この発言は、その状況の中の女性の人
権を損ない、世界からも信用を失いかね
ない。
　よって、そのような発言を非難し、撤
回を求めるというもの。

新議長による副議長選挙



□　建設委員会構成委員（◎委員長/○副委員長）

◎　中村　利久　　○　𠮷岡　美雪
　　小倉　良夫　　　　植竹　健夫
　　鈴木　　有　　　　長南　博邦

土木部、都市部、水道部の所管に属する事項の調査並びに
これらに係る議案、請願、陳情等の審査を行います｡

委　員　名 所　管　事　項

常
任
委
員
会

　
　
　

行
政
視
察

【
視
察
先
・
項
目
・
所
見
】

◎
広
島
県
尾
道
市

・
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン

　

グ
ロ
ー
ド
施
設
整
備
事
業
に

　

つ
い
て

　

瀬
戸
内
海
の
道
構
想
は
、
瀬

戸
内
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、
産
業
の
活
性
化
及
び
交
流

人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
有
数

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ

る
し
ま
な
み
海
道
等
を
「
瀬
戸

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
事

業
と
し
て
、
他
県
の
観
光
資
源

と
も
組
み
合
わ
せ
、
瀬
戸
内
海

を
一
大
サ
イ
ク
リ
ン
グ
エ
リ
ア

に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

民
間
活
力
の
有
効
活
用
と
し

て
、「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
を
市
内
15
カ
所
に
設

置
し
、
既
存
の
建
物
を
借
り
た

り
、「
し
ま
な
み
サ
イ
ク
ル
オ
ア

シ
ス
」
と
し
て
市
内
に
所
在
す

る
企
業
・
商
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

宿
泊
施
設
・
土
産
物
店
等
を
サ

イ
ク
リ
ン
グ
客
向
け
の
休
憩
所

と
し
て
開
放
で
き
る
協
力
者
を

募
集
し
、
休
憩
場
所
の
提
供
、

飲
み
水
、
ト
イ
レ
休
憩
に
対
応

す
る
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い

る
。
市
政
に
お
い
て
も
、
民
間

活
力
を
い
か
に
有
効
に
活
用
し

て
い
く
か
は
大
事
な
視
点
だ
と

感
じ
た
。
ま
た
、
観
光
客
数
の

推
移
も
着
実
に
増
加
に
転
じ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫

が
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、

今
後
の
市
政
に
よ
る
事
業
運
営

に
と
っ
て
も
参
考
に
し
て
い
き

た
い
。

 
◎
大
阪
府
門
真
市

・
門
真
市
幸
福
町
、
垣
内
町
、

　

中
町
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

　

に
つ
い
て

　

門
真
市
幸
福
町
・
垣
内
町
・

中
町
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
宅
市

街
地
総
合
整
備
事
業
や
他
の
事

業
手
法
の
利
点
を
考
慮
し
、
整

備
計
画
を
よ
り
効
率
よ
く
実
施

で
き
る
よ
う
現
在
、
地
元
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
と
検
討
中
で

あ
り
、
防
災
機
能
を
持
っ
た
公

園
の
整
備
、
耐
震
性
貯
水
槽
や

雨
水
貯
留
施
設
等
の
防
災
関
連

施
設
が
計
画
さ
れ
、
ま
た
、
街

な
か
交
流
広
場
の
整
備
、
駅
前

広
場
、
道
路
の
拡
幅
等
を
行
い
、

「
災
害
に
強
い
す
ま
い
と
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
公
共

施
設
の
配
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　

門
真
市
の
ま
ち
づ
く
り
整
備

事
業
は
、
野
田
市
が
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
よ
り
、
事
業
の
敷
地
確

保
な
ど
厳
し
い
条
件
の
も
と
、

創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、
公
園
敷

地
に
貯
水
槽
を
設
置
す
る
な
ど

防
災
機
能
を
持
た
せ
、
限
り
あ

る
敷
地
を
有
効
活
用
さ
れ
て
い

る
。
野
田
市
が
進
め
よ
う
と
す

る
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と

は
条
件
の
違
い
も
あ
り
、
全
て

参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業
に

対
す
る
熱
意
が
強
く
感
じ
ら
れ

た
。
そ
の
こ
と
は
野
田
市
が
多

い
に
見
習
う
べ
き
と
思
う
。

◎
愛
知
県
東
海
市

・
連
続
立
体
交
差
事
業
、
太
田

　

川
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い

　

て

尾道市視察

建
設
委
員
会

（
平
成
24
年
11
月
14
日
〜
16
日
）

　市議会だよりに掲載の審議内容や一般質問は紙面の都合により要約してありますので、詳しい内容は
会議録をご覧ください。会議録は次の場所で閲覧することができ、８月下旬に配置する予定です。

　　◇市内各図書館
　　◇市内各公民館
　　◇谷吉会館、七光台会館、島会館、関宿会館
　　◇議会資料室（委員会会議録も含む）
　　◇情報公開コーナー（市役所総務課内）

会議録及び委員会の会議録は、市議会ホームページでもご覧いただけますのでご利用ください。

会議録をご覧ください


